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Abstract 
Purpose of the study: Since our college students are unskilled in playing the piano, more 
intensive musical classes are needed. The role of the piano teaching faculties are discussed. 
Methods: After practice teaching at kindergartens, we questionnaired the students on 
items such as, (1) what were their required musical tunes,(2) how to introduce to the musical 
tunes, (3) what were their self-evaluations on their performances, (4) what were their next 
targets. 
Results: Almost all students were requested to play the piano at kindergartens. But their 
skills proved to be lower level than those required at the kindergartens. 
Proposal: It is necessary to reinforce the piano teaching system through cooperations of 
“piano” and “expression” classes during two-years in the college. In addition, pre-college 
teaching of the piano should be considered. 
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はじめに 
１． 動機 
前回の紀要 13 号で筆者原は「幼児期の歌唱教材」と
して「保育所での実践観察から見えてきた歌唱教材の条
件」について考察した。その結論として「子どもたちが
歌うことによって『主人公』になれること」等３条件１）
を述べたが、紙数に制限もあり、幼稚園・保育所の歌唱
教材として大切な「生活の歌」「季節の歌」については
言及していない。同号で、作曲家丸山亜季の歌曲につい
て考察したが、丸山は、「もみじ」「チューリップ」は一
般的な風景であったり、きれいな花の歌であっても、し
ばしば説明的で「大人の世界」からみた歌であり、「子
どもって主人公になれない」2）と述べている。しかし、
筆者らは次のような別の見方をする。 
 「生活の歌」「季節の歌」では、歌唱教材の導入部分、
すなわち「子どもの中へ入るセンス」が最も大切である。
子どもたち一人ひとりが生活経験に基づく歌詞の解釈
や曲のイメージを出し合って感動を共有しながら歌に
入っていくことが表現を深めていく基になると考える。 
２． 目的 
保育現場での「生活の歌」「季節の歌」の導入方法や
歌唱教材の指導方法を知るために、幼稚園教育実習を行
う学生を対象としてアンケート調査を行った。また、子
どもが歌唱教材を表現豊かにうたうための手段として
ピアノ伴奏が用いられている。しかし、保育者養成校で
ある本学に入学してきたものの、ピアノに苦手意識を持
っている学生が多い。学生は入学して１年もたたないう
ちに保育実習がある。また、幼稚園教育実習では音楽（ピ
アノ等）に触れる機会が必ずある。 
 本学では「開講科目」としての「音楽(ピアノ)」の
授業は「選択科目」であり、その授業を補うため、「必
修科目」の「音楽表現」の授業でも実習に向けて弾き
うたいの表現としてピアノの試験を行っている。 
そして、卒業するまでの２年間で、保育現場で生かせ
るようなピアノの技術を習得し、保育所、幼稚園等に就
職していくことが望まれる。ピアノに接する時間が少な
い中、効率よくピアノをマスターしていくため、幼稚園
教育実習２回目を終えた学生にアンケートを行い、実習
で与えられた曲の傾向を知り、授業の計画に生かしてい
く。入学時から実習に向けた曲を練習し、就職に繋げて
いくことが音楽系授業の役割ではないか。 
先行研究としては保育実習に関するアンケート調査
結果の分析３）があるが、筆者らが行った実習事前訪問
から実習後までの一連の調査項目にはふれられていな
い。また、音楽系授業の必要性や教員の役割には決し
て言及されていない。 
そこで、学生へのアンケート調査をもとに、音楽系
授業の役割と連携の必要性と、本学の「入学前教育」
から授業にいたるまでのピアノ教育における教員の役
割について考えることを本研究の目的とした。 
 
I. 研究方法 
 本学の「子どもと音楽」の授業を選択し、幼稚園教育
実習を行った学生にアンケート、並びに聞き取り調査を
行った。実習の対象者の属性、及び実習期間は以下のと
おりである。 
対象：本学子ども生活学科子ども生活専攻 
２年生 21 名 
実習期間：2018 年 10 月 15 日～2018 年 11 月 16 日 
実習先：東海３県内 18 か園 
 ・公立幼稚園  4 か園 
 ・私立幼稚園 14 か園 
調査日時：2018 年 10 月 10 日～2019 年１月 28 日 
調査方法：質問紙調査(記名式) 
 個別聞き取り調査 
倫理的配慮：アンケート用紙にはプライバシー保護につ 
いて万全の注意を払うことを記載し、ま
た、調査結果は研究と授業改善の目的であ
ることを口頭で説明をした。承諾が得られ
た学生からアンケート用紙を回収した。 
幼稚園教員免許取得を望む学生は 21 名であったが、
実習事前(図１)、事後(図２)に回答した学生は 20 名で
あった。また、同一の幼稚園で実習を行った学生がいる
ため、実習園は 18 か園である。 
 
II. 調査結果 
幼稚園教育実習アンケート(図１、図２)から次のよう
な項目について結果が得られた。 
１．事前訪問時に聞いてきた課題曲の傾向（季節、生
活、宗教、その他）(図１) 
２．課題曲をうたう 
学番 実習園名 
名前 子どもと音楽 
練習曲(課題曲) 
 月 日からの実習の学生…10月10日13：00まで 
(授業の前まで) 
図１ 実習事前アンケート用紙 
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３．課題曲の導入方法(以下 図２) 
４．うたっている子どもたちの様子 
５．実習時の自分自身のピアノの演奏に関する評価
と今後の目標 
 これら５項目の結果を詳しく述べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．事前訪問時に聞いてきた課題曲の傾向 
１）アンケートによる課題曲の傾向 
学生には、事前訪問時に園から与えられた練習すべ
き課題曲を図１の実習事前アンケート用紙に書いても
らった。そうすることによって学生が知らない曲で
も、教員が先にマスターし、指導できる。その課題曲
の分類として「季節の歌」、「生活の歌(朝、昼食、帰
り)」、「その他」に分けた。課題曲の傾向は、先行研究
４）からも一定の曲であることがわかっており、１年時
から「音楽(ピアノ)」の授業で練習を行っている。そ
して、今回のアンケートからもほぼ同じデータが得ら
れた。 
２）学生の実習事前訪問と課題曲 
学生は実習が始まる約１か月前に実習事前訪問に行
き、実習中の毎日の流れや持ち物についてご指導いた
だく。歌についても訪問時に課題曲を聞いてくるよう
に指導をしている。学生が訪問するときに配属クラス
が決まっていて、課題曲も示されることがほとんどだ
が、中には配属クラスが決まっていないこともある。
また、配属クラスが決まっていても、課題曲が提示さ
れない園もある。その場合は、配属クラスすなわち、
年齢に応じた曲の選択をしなければならない。曲を決
めるときの注意事項として、教員からは「対象年齢」、
「季節」を考えて選択することを伝えている。しか
し、学生には「対象年齢」と曲が結びつかない現状が
ある。発達年齢は別の科目で勉強しているが、発達と
音楽、曲が結びつくように授業内容を構成しなければ
ならない。 
 また、園独自の曲がある場合は、幼稚園からの提示
があり、学生は課題曲を「練習をしなければならな
い」という意識が強い。その意識は、授業に楽譜を持
ってきて練習をしたり、教員に弾いてもらったりして
いることからうかがえる。 
表１ 課題曲について 実習後のアンケートより 
季節の歌(表３参照) 17 人 85% 
生
活
の
歌 
朝の 
集まり 
(15 人 
75％) 
・朝のうた 10 人 50% 
・おはよう ３人 15％ 
・おむねをはりましょう  ２人 10％ 
・園独自の歌 4 人 20％ 
昼食時 
(15 人 
75％) 
・おべんとう 15 人 75% 
・おひるがきました ２人 10％ 
帰りの 
集まり 
(16 人 
80％) 
・おかえりのうた 11 人 80% 
・さようならのうた  ４人 20％ 
・園独自の歌 ４人 20％ 
その他(表３の＊参照) 10 人 47.6% 
(公立園４か園、私立園 16 か園) 
 何も提示されない実習先には、詳しくはⅡの２の
３）で述べるが、表１の「生活の歌」から「朝のう
た」「おべんとう」「おかえりのうた」は必ず弾けるよ
うにしている。この３曲は弾けることが前提条件であ
り、あえて訪問時には提示されないこともある。 
 本論文で取り上げる曲については、末頁に作詞・作
曲者を記述した。 
 
考察 
 
図２ 実習事後アンケート用紙 
学番 
名前 
実習園 クラス        歳 
男の子     人 
女の子     人 
(１)課題曲     (２)年齢   (３)導入を 行った ・ 何もしなかった 
           行った…具体的に話した言葉など 
          →    歳児→  何もしなかった…理由 
  
    ↓ 
(４)実習中、歌っていた期間 
(日数) 
 
    ↓ 
(５)あなたのこの曲の練習期間 
(日数や総時間) 
 
 
           ↓(６)この曲を基に↓   
① 何もしなかった 
② 曲にちなんだものをみつけ、子どもと話した 
③ 曲にちなんだものを見つけたときに、子どもが歌いだした 
④ 曲にちなんだものをみつけたときに、あなたから歌いだして
みた。 
⑤ その他 
 
(７) この歌は子どもの年齢にあっていたか？ あっていた ・ あっていなかった 
どうして 
そう感じたのか 
 その時の 
子どもの様子は 
(８) あなたはあなた自身のピアノのレベルを評価してください。 
  できない０                           10上手 
(９) 今後、ピアノの練習についてどうしていきますか。 
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Ⅱの１から考察すると、「朝のうた」「おべんとう」
「おかえりのうた」の３曲は、事前に実習先から最も
多く与えられる課題曲であり、先行研究とほぼ同じデ
ータであることが明らかになった。この３曲は実習に
限らず練習することを学生に伝えてきたが、このたび
のアンケートの集計から得た「課題曲の傾向」は、納
得のゆくものである。しかし、学生は「生活の歌」を
練習し、弾けるようになって実習に参加するものの、
園独自の歌に戸惑い、ピアノに対する苦手意識はぬぐ
えない。また、「季節の歌」は事前訪問時で示されない
ことがあり、この場合は音楽の教員と季節や幼児の年
齢等を考慮して歌を選択し、１か月ほどの短期間で練
習しなければならず、学生の負担は大きいと考えられ
る。 
 
２．課題曲をうたう 
課題曲は、大きく分類すると「季節の歌」と「生活
の歌」「その他」である。分類については以下のとおり
である。 
表２ 課題曲の分類 
分類 曲の内容と説明 
「季節の歌」 その時期を考慮して保育者が子ども
たちの発達や年齢にあった歌を選択
する。また、キンダーブック等の副
教材として使用する絵本に載ってい
る歌をうたう。 
「生活の歌」 入園から卒園まで日課としている歌
であり、決められた曲を使用してい
る。これは既存の歌のほか、園独自
で作られた歌や宗教を重んじた歌が
取り入れられていることもある。 
「その他」 季節を問わない歌 
 
これらをうたう時間帯は、「生活の歌」については、
「朝の会」や昼食とき、帰りの会等である。「季節の
歌」や季節を問わない歌をうたう時間帯を聞くと、「朝
の会」にうたうと答えた学生が９人いた。ほかに「朝
の会」以外に決まった時間にうたうと答えた学生が３
人、決まってはいないが朝の出席状況を確認している
時間、昼食前や帰る前の時間であった。このことか
ら、歌に親しむ時間の多くは「朝の会」であることが
わかる。 
１）「朝の会」 
多くの実習園では、歌をうたう時間帯を「朝の会」
で行っていることが聞き取りから分かった。「朝の会」
は、歴史的にみると、戦前に開設された園、あるいは
昭和 20 年代前半に設立された園でも、当時すでに
「集会」「礼拝」「朝礼」「モーニングトーク」「本堂で
お集まり」等、題目は園により異なるが開かれていた
５）。その内容は、全園児を一斉に集めて歌やお話をす
るという「一日の保育の始まり」を表すものであっ
た。 
最近の「朝の会」の意義に関しての研究発表６）をみ
てみると、登園後から始まる子どもたちの自由遊びの
時間をしっかりと確保するために、「朝の会」は行わな
いという園もある。 
しかし、「見通しが持ちにくい」「気持ちの切り替え
が難しい」「コミュニケーション能力に課題を持つ」
等、配慮の必要な子どもがいる園では、「出席を確認
し、クラスに今日どんな子がいるかを知らせる」「その
日の予定を時間軸に沿って話す」等、共に育ち合うた
めに「朝の会」は、重要だと考えている。 
前述したように実習園では「朝の会」でうたうこと
を重視した園が多い。「朝の会」については「朝の会」
とは言わず、「朝活」や「朝礼」と呼ばれる朝の集まり
を行っていた(以後、朝の集まり全般を「朝の会」とす
る)。 
「朝の会」では、「朝のうた」、朝の挨拶等を行ってか
ら「季節の歌」をうたっていた。学生の感想から、歌詞
を覚えてうたうことは大切であるが、子どもと一緒に歌
詞に合わせた振り付けを考えることで歌のイメージを
広げ楽しんだり、身体を動かしてうたうことは脳の発達
にもつながったりすると学んでいる。また、発声練習を
行ってからうたったと学生から聞き取った。発声につい
ては、Ⅱの３の２）で述べる。 
「朝の会」を行わなかったと答えた学生から歌につ
いて聞き取りをまとめると、うたわれている歌は子ど
ものリクエストで決めていたり、毎月の保育計画にう
たう歌が計画されていたりしていた。また、特定の時
間にうたわなかったと答えた学生からは、給食の前や
降園の前等活動の切り替えにうたっていることがわか
った。これは子どもの活動をしっかり確保しているこ
とがわかる。              
２） 「生活の歌」 
表１からもわかるとおり、「生活の歌」では、曲が限
定されていることがわかる。 
「朝の会」では「朝のうた」「おはよう」がうたわれ
ている。朝にうたう歌を調べると種類はたくさんある
が、この２曲が主流である。 
また、昼食は、弁当持参、自園調理、給食業者依頼
等であるが、うたわれる曲は「おべんとう」の歌が多
い。昼食形態がさまざまで、歌詞の「おべんとう」を
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「きゅうしょく」に変えている園もある。ほかに、「お
ひるがきました」があるが、「おべんとう」は短大１年
前期にマスターしておきたい課題曲と考えられる。 
帰宅する前も「朝の会」と同様、「帰りの会」等の集
まりをしている園があり、「おかえりのうた」または
「さようならのうた」がうたわれている。この２曲も
帰りにうたわれる代表的な曲である。 
３） 「季節の歌」「一年中うたえる歌」「行事
のための歌」 
表１を見ると「生活の歌」と同様、「季節の歌」もよ
くうたわれている。10 月～11 月にかけて行事のある
園が 12 か園あり、運動会や遠足、生活発表会に合わ
せて「季節の歌」をうたっていた。実習が秋なので、
「まつぼっくり」、「どんぐりころころ」や「やきいも
グーチーパー」等がうたわれている。 
「季節の歌」は、どの年齢にも広くうたわれてお
り、50年以上うたい継がれている歌が多い７）。これら
季節に合わせた歌を選曲することは実体験ができ、歌
への導入がしやすく、子どもはイメージしやすい。ま
た、「幼稚園教育要領」の「自然に触れて感動する体験
を通して」８）とつながるものである。 
「季節の歌」以外にうたわれている曲として、「一年
中うたえる歌」がある。「手のひらを太陽に」「きしゃ
ぽっぽ」「がんばりまんのうた」「にんげんっていい
な」である。しかし、「汽車ポッポ」のように「汽車」
を見かけない近年、知らない歌となっているがうたい
継がれている。新幹線や私鉄電車、地下鉄等の玩具や
絵本は人気で、これらを総称して「汽車」としてイメ
ージを持ちやすいと考えられる。 
表３ 課題曲 (うたわれた園の数) 
あき(２) ふしぎなポケット(１) 
山の音楽家(３) ピクニックマーチ(１) 
とんぼのめがね(３) こんこんくしゃん(２) 
うんどうかい(１) やきいもグーチーパー(４) 
運動会のうた(１) 大きな栗の木の下で(３) 
えんそくのうた(１) にんげんっていいな(２) 
まつぼっくり(６) どんぐりころころ(５) 
バスごっこ(１) もりのくまさん(１)＊ 
汽車ポッポ(１)＊ 手のひらを太陽に(１)＊ 
こぎつね(２) がんばりまんのうた(１) ＊ 
たきび(１) 畑のポルカ(１) ＊ 
まっかなあき(１) てをたたきましょう(１)＊ 
くじらの時計(１)＊ こもりうた(２)歌無し＊ 
今年度の実習では、「季節の歌」は古くからうたい継
がれている曲であった。 
また、「行事のための歌」もうたわれている。運動会
でうたわれる「うんどうかい」や、遠足前に「バスご
っこ」、「くじらの時計」や「希望の歌」等を生活発表
会にうたう園もあり、練習がなされている。 
４） 「宗教を重んじた歌」 
宗教を重んじた歌をうたっている園も３割近くあっ
た。 
東海３県の実習園は私立園が多い。「明るく思いやり
のある子」や「感謝する心」「いたわる心」が育つよう
「ののさまに」や「恩徳讃」などを園歌としている園
もあった。しかし、宗教を重んじた歌は、日頃なじみ
がなく、事前訪問時に楽譜をもらい、実習までの約１
か月で①うたえる、②伴奏を付けて弾く、③最後まで
止まらず弾くことを考えると、事前準備の負担は大き
いと考えられる。実習前に学生は「知らない曲だか
ら、弾いてみても(正誤が)わからない」と、教員に弾
いてもらって練習を重ねて実習に臨む姿があった。 
 
考察 
 Ⅱの２の課題曲をうたうことを考察する。課題曲の
分類は、先行研究と同様で、表１・２のように「季節
の歌」「生活の歌」「その他」に分けられる。そして、
これらをうたう時間帯が「朝の会」であったり帰りの
集まりであったり、時間が決まっていなかったりさま
ざまであることが実習生の聞き取りから理解された。
「朝の会」にうたうことが多いが、生活の流れや子ど
もの自発性を重視し、歌の時間を設定する必要はない
と考えられる。それは、「幼稚園教育要領」総則にあげ
られている「幼児の主体的な活動を促し、」「自然の流
れの中で生活に変化や潤いを与え、幼児が主体的に楽
しく活動できるように」８）することから、生活の中
で、うたいたくなる環境が生まれたときや生活に変化
をもたらすときにうたっているのではないだろうか。 
 「季節の歌」と同様に「一年中うたわれる歌」、「行
事のための歌」についても、今年度の実習では、古く
からうたい継がれている曲が多いと考えられる。この
ことから、授業の早いうちから実習時期を考え、古く
からうたい継がれている「季節の歌」や「一年中うた
われる歌」を学生に提示することができると考える。
これは「音楽(ピアノ)」の授業で実習時期を考えた課
題曲「季節の歌」を取り上げてきたことが実証され、
確認できた。 
しかし、「宗教を重んじた歌」をうたうことは実習園
が決定しない限り、練習は難しい。実習園独自の歌を
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うたう場合は必ず事前に課題曲として出される。その
学生は短期間で弾けるようにするためには、正確な曲
を教員に弾いてもらい曲想を覚えることが早く成果に
つながる。そのために学生は音楽系授業を選択し、練
習時間を持つことが必要であると考える。 
 
３．課題曲の導入方法 
「はじめに」で述べたように、歌唱教材の指導方法
として導入はとても重要である。実習後のアンケート
結果表より、「季節の歌」と「生活の歌」、「その他」で
は導入が異なるようである。 
１） イメージの導入 
「季節の歌」では、曲のイメージを引き出す言葉がけ
が多く、保育内容５領域の「表現」や「言葉」に関す
る導入が多くみられる。「まっかな秋」では、「蔦の
葉」や「からすうり」などの写真や実物等の視覚的な
教材を用いている。「蔦の葉」や「からすうり」など園
周辺にそれらの自然環境が少なくなっている現代にお
いては、ＩＴの発達によってインターネットから調
べ、写真を見せることができる。たとえば、10 月の絵
本には「まつぼっくり」の絵と歌が載っており、導入
として絵本を活用している園もある。「まつぼっくり」
という言葉は知っているが、地域によっては実物を見
る機会がない。視覚的な教材を導入することによって
「まつぼっくり」の実物がわかる。 
また、歌がうたえるようになると、「山の音楽家」で
は、音楽隊員のポーズを取り入れたり、「こぎつね」で
は身振りをつけたり、歌詞の中に出てくる知っている
ものを自分の身体で表現する楽しさを取り入れたと考
えられ、身体表現を導入に行っている。 
「行事の歌」として歌唱教材「うんどうかい」「バス
ごっこ」等がうたわれている。秋の遠足を前に「もう
すぐえんそくだね、おおきいバスにのっていくよ」
や、運動会前には、「玉入れではいっぱい玉をいれよう
ね」等、目的に向かっての意欲が持てるように導入し
ている。 
一方「生活の歌」や「園歌」では導入していない。
筆者西出も幼稚園教諭の経験から、入園当初には導入
をしていたが、日常的になると、毎回の導入はしてい
なかった。「生活の歌」や「園歌」は、すでに生活の一
部になっていて、うたっている子ども一人ひとりが
「ののさま（ほとけさま）に今日もけがをしないよう
に」、帰りには「一日楽しかった」の気持ちを持ってう
たっているのではないだろうか。これは、実習生には
日課の一部としか見えていない。 
２） 発声法の導入 
 前述したイメージからの導入と並行して、うたう前
に正しい発声法を行っている園がある。「怪獣の声はや
めて」、「元気よく」等、保育者が子どもの現状を考え
て言葉をかけている。また、「犬のおなかの発声」や
「あいうべ体操」を行っている園もある。発声法を正
しく行うことは深い呼吸であり、姿勢を正すことはお
腹から声を出すことにつながる。 
実習後の聞き取りから「導入がない」と回答した学
生が多くいたが、個別に聞き取りをすると、歌に対し
て「言葉がけ」があったと答え、それが導入であるこ
とが学生に理解された。 
歌をうたうときの導入については、１年生の「音楽
表現」の授業で、毎回２人ずつ２グループが先生役と
なって手遊びを披露した。２回目は導入も考えて行
い、言葉の導入だけでなく小物を製作し、視覚からわ
かりやすい導入方法を考えた学生もいた。また、人前
で披露することに慣れることも目的として行ってき
た。その結果、１年生の２月の実習では手遊び「キャ
ベツの中から」に野菜のペープサートを作った学生も
いた。そして子どもの前に立ち緊張したが、その緊張
感を冷静に受け止めることができたと報告してくれ
た。 
 
考察 
 Ⅱの３の課題曲の導入方法の結果から考察すると、
歌について子どもたちが視覚、聴覚等の五感を働かす
ように導入することは、子どもたちのイメージ作りや
歌詞の内容を確認しながら友だちや先生と共感し合う
ことにつながっていくと考えられる。今年度行った手
遊びの数人ずつの発表は次年度の授業でも小物を用い
て行っていきたいと考える。これは、自信のない学生
には適切なアドバイスができる。また、人前で行う緊
張感に慣れると考えるからである。 
 しかし、「生活の歌」で行われている導入について、
実習生は導入の必要性に気がつかず、軽視しているの
ではないだろうか。10 月～12 月にかけて幼稚園では
行事が多い。その行事の一つに生活発表会として歌や
劇を披露することがある。生活発表会は普段の生活を
披露するためであるが、私立幼稚園では直前になる
と、発表会を期待する保護者のため、完成させようと
する保育者の意識が働き、日課が省かれていたことが
考えられる。「生活の歌」に関しては、「音楽(ピア
ノ)」の授業で早くから取り組むが、ピアノが弾けるだ
けで「生活の歌」をうたう意図に結びつかない。どう
して導入が必要なのか、なぜ省かれているのかを「音
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楽(ピアノ)」と「音楽表現」の授業で連動させて考え
ていかなければならない。 
また、うたうときの姿勢や声の出し方についても子
どもに伝えていく方法を学生は学ばなければならない
と考える。学生は授業でも発声法は学ぶが、なぜそれ
が必要か、授業で伝える必要がある。 
 
４． うたっている子どもたちの様子 
 幼稚園では子どもにあった曲を選んだり、子どもの
リクエストをうたったりしている。学生は、子どもの
様子を「楽しそう」「歌詞が簡単でうたいやすそう」と
感じている。また、「楽しそう」の中には、「ふりをつ
けて」「手あそびをして」とあった。このことから担任
によって、子どもに歌のイメージを持ちやすいように
工夫されていることが分かる。また、どんぐりやまつ
ぼっくり等、実物を拾ったり、持ってきたりしてい
た。 
１） うたう時間以外の歌への環境づくり 
 また、図２の(７)から、歌に関連したものを見つけ
たときに歌をうたったり、子どもがうたいだしたりし
たと半数の学生が答えた。この結果は、責任実習時に
歌をうたうことを意識していたと考えられ、うたう直
前の導入ではないが、導入の一つと考えることができ
る。 
２） うたいたくなる環境の一つ、異年齢のかかわ
り 
 今回の実習では、異年齢で歌をうたう時間を設けて
いる幼稚園が２か園あった。 
３歳児から５歳児の異年齢クラスで「朝の会」が行
われている。担任は３人が交代でリーダーとなって活
動を進めるため、そのリーダーの担当年齢に合わせた
歌がうたわれることが多い。異年齢のかかわりは、５
歳児がうたう歌を３歳児は模倣し、サビの部分は自分
たちの歌のようにうたう姿がある。また、年少児がう
たうと年中・年長児は以前うたった覚えがあるのでう
たうことができる。異年齢クラスでは、歌が伝承され
るため、覚えやすい環境である。 
 他にもバスコースごとで室内遊びを行っている園が
ある。全学年統一した曲を月単位で保育計画に組み込
まれていて、例えば「たきび」の歌詞に「かきね」「こ
がらし」等、３歳児には難しいと思われる言葉が出て
くるが、５歳児がうたっていると４歳児、３歳児は聞
いて覚える。年長児が心地よくうたうことは、年中・
年少児にはクラスでうたうことより、自ら聞いて自ら
覚えることができ、異年齢で過ごすメリットである。 
 
考察  
Ⅱの４のうたっている子どもたちの様子についての
聞き取りから考察すると、子どもがうたいたくなると
きとはどんな時なのか、どの時間でもどの場所でも自
然とうたいたくなるのが子どもの姿ではないだろう
か。その気持ちを汲み取って一緒にうたってあげた
り、うたいたくなるような環境を作ったりすることが
保育者の仕事である。 
また、異年齢集団で過ごす目的は優しい心を育み、
見よう見まねで意欲的に学び合えることである。歌も
年長児のようにうたいたいと憧れ、意欲的にうたうこ
とにつながる。同年齢ではライバル心が出るが、異年
齢は頼り頼られる関係性において「表現」はともに学
びあえる環境と言えよう。そして、音楽には年齢を超
えた人間関係が生まれる。 
 
５． 実習時の自分自身のピアノの演奏に関する評価
と今後の目標 
 保育実習２回、幼稚園教育実習２回を終えて各学生
の自分のピアノレベルを振り返ってもらった。０(でき
ない)から 10(上手)までの線上に印をしてもらう。 
0 ５ 10 
で
き
な
い 
    で
き
る     
図３ ピアノレベルの自己評価シート 
自分の現在のピアノレベルを振り返ってもらうと、
教員が把握しているピアノレベルと学生自身が振り返
ったレベルが一緒ではないことがわかった。教員が評
価するレベル初級者でも８を付けた学生がいた。反対
に１～２をつけた学生がみな初級者ではなかった。 
表４ 自己評価の結果 
評価 人数 
できる ９・10 ０人 
 ８ ３人 
７ ３人 
６ ２人 
５ ６人 
３・４ ４人 
１・２ ２人 
できない ０ ０人 
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また、学生の今後のピアノの練習について、目標を
尋ねると自己評価を６以上とした８人の学生は、 
・ 弾ける曲を増やす(３人) 
・ 練習を続ける(３人) 
・ 弾きうたいの声を大きく(２人) 
であった。また、５をつけた６人の学生は、 
・ 止まらないようにする(３人) 
・ 事前に季節の歌を練習しておく(２人) 
・ 練習すると自信につながるので練習していく(１人) 
しかし、自己評価を５未満に印をつけた学生が６人
いた。その６人の目標は、 
・ がんばる・努力する・上達したい(３人) 
・ 季節の歌を練習する(２人) 
・ 完璧だと思っても何回も練習する(１人) 
と回答があった。詳しくみると、この学生について教
員からみるとピアノ初級者は３人だが、残りの３人は
中級者であった。 
 
考察  
実習時のピアノの自己評価を行った結果、上級者が
高評価とは限らない。これらは実習で緊張して弾けな
かったことが原因とみられ、自信が持てていないと考
えられる。ピアノができる学生にはより自信を持っ
て、また中級者には自己評価８を付けた学生のように
高評価するくらい楽しんでもらいたい。 
また、今後各学生がどのように目標を持っているか
をみてみると、自己評価が高い学生は、具体的な目標
を立てている。一方、自己評価の低かった学生はどの
ように練習するのか、努力するのかがわからず、目標
が漠然としている。初級者や自信のない学生には、教
員が学生にあった目標を示すことが必要であると考え
る。 
 
Ⅲ．総合考察 
以上の幼稚園教育実習後の聞きとりをもとに「導入」
を中心とした考察から始めていく。「はじめに」で述べ
たように、これまでのピアノ技術については先行研究か
らも実習の課題曲について分析され、本研究でも課題曲
については同様の結果が得られた。しかし、歌をうたう
ときの「導入」から「うたう」までの流れの必要性につ
いては先行研究では言及されていない。ピアノ技術の向
上はもちろんであるが、歌につながる導入がとても大切
である。 
歌のイメージを持つための導入方法には大きく分け
ると２つある。ひとつめは実物や絵本、写真等を用いて
視覚で伝えることである。ふたつめは言葉による方法、
すなわち聴覚に働きかける方法である。言葉の獲得の未
熟な低年齢児には視覚からが入りやすい。年長児になる
と聴覚からイメージを膨らますことで楽しみながらう
たうことができる。 
また、歌をうたう姿勢や発声法について子どもたちに
伝えることも歌をうたう一連の流れから考えると導入
ととらえることができる。 
１． ピアノ教育の必要性 
このような導入方法を学ぶためには、考察Ⅱの３で述
べたように「音楽(ピアノ)」と「音楽表現」が連動して
授業を進めることが重要である。これは単に歌をうたう
ことだけにとどまらず、子どもの心身の成長を促すため
には保育内容の 5 領域である「健康」「人間関係」「環
境」「言葉」「表現」これらが相互に関わらなければなら
ない。 
そして、導入を行い子どもが楽しく歌の世界に入るた
めには、ピアノ伴奏も大きな役割を果たす。実習でもピ
アノを弾くことが求められることは事実である。２年間
という短期間で「音楽表現を引き出す」、「ピアノを演奏
することの技量を身につける」、さらには「実習先で、
子どもたちの様子を見ながら音楽表現する」ために学生
たちのモチベーションを向上させながら実習に向けて
自信をつけさせることの大変さを改めて感じている。そ
して、学生たちのモチベーションを考えたとき、本学で
は「音楽(ピアノ)」の授業は選択性であるが、「必修科
目」にすべきと考える。 
２．教員の役割 
教員の役割を「ピアノ教育と音楽系授業の役割と連携
の必要性」と「ピアノ教育の授業以外でできる学生サポ
ート」に分け考える。 
１） ピアノ教育と音楽系授業の役割と連携の必要
性 
入学してくる学生の中には、吹奏楽部や合唱部に所属
している学生もおり、まったく音楽に興味がないわけで
はない。本研究で明らかになったことは、学生がピアノ
技術の未熟さから苦手意識を持っているのではなく、ピ
アノと子どもを前にしたときの緊張感から、子どもの様
子がみえなくなってしまっている。それらを解消するた
めには、授業の中で人前に出てピアノを弾く経験を重ね、
場になれることである。そして、教員は、そのような学
生のレベルにあった曲や簡単な楽譜を個別に用意する
必要があろう。 
アンケート結果からわかるように実習を行った学生
は、実習時のピアノや手遊び等の実践で達成感や満足
感、楽しさを味わえる状況にはまだ至っていない。ピ
アノ技術の向上を望めない学生は「音楽表現」の授業
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で、子どもに歌をうたうことの楽しさを伝えるための
方法として、手作り楽器を作り演奏することや、手遊
び等を確実に身に付けることも重要である。 
２） ピアノ教育の授業以外でできる学生サポート 
（１）２年生へのピアノ教育サポート 
 学生には授業で多くを学んでほしいが、それだけでは
ピアノ技術を高めることが難しい。そのため、授業以外
の時間の活用が必要である。２年生になると、ピアノの
授業はないため、個人レッスンを受ける機会がない。そ
こで、「オフィスアワー」の時間を利用してもらい、学
生がピアノを弾く時間を設けている。積極的に参加して
もらい楽しく学び、特に実習前には課題曲を練習して、
自信を持って実習に挑んでもらいたいと考える。 
（２）入学前教育での学生サポート 
 2018 年度５月から８月の初めまで愛知みずほ短期大
学「オープンキャンパス」の参加者の中で希望者に「音
楽あそび」や「ピアノレッスン」等を行った。 
また、「キャリア入学前教育」として現代幼児教育学
科の入学予定者のうち希望者を対象に「ピアノのレッス
ン」と「幼児歌曲をうたう」ことを 12 月中旬～３月中
旬まで行った。その目的は入学時にピアノの未経験者を
なくし、ピアノを弾くことに対しての不安を取り除くこ
とであった。「参加者には進度に応じて目標を立てても
らう」、教える側も入学前に一人ひとりを知ることがで
き、「指導の目標」を立てやすい。参加者に「入学前教
育」の感想を聞いてみると、「楽しかった」というキー
ワードが多かった。また、入学後の授業に対して、「弾
けるようになりたい」とピアノに対して前向きな姿勢が
感じられた。この前向きな姿勢を入学してからも続くよ
うに学生には上記で示した音楽系授業の役割を実践し
ていきたい。2019 年度の「音楽（ピアノ）」で、「入学
前教育」のレッスンが生かされることを筆者らは期待し
ている。 
 
おわりに 
学生が子どもの前でピアノを弾いたりうたったりす
ることへの緊張感を軽減するためにも、人前で披露す
る体験を今後も授業に取り入れていくことが望まれ
る。学生自身が弾くことの楽しさ、うたうことの楽し
さを感じ、保育に生かせるようにすることが音楽系授
業の目標である。そして、学生の個性を生かした音楽
表現を伸ばし、保育のための「自分の特技」と思える
ように自信を持って卒業を迎えてほしいと願う。 
今後は、「音楽表現」が保育内容の「表現」領域のみな
らず、他の領域と相互にかかわっていることを引き続
き分析していきたい。そして、歌をうたうことが幼稚
園教育要領にある「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」９）につながっていることを明らかにしていきた
い。 
また、本学での授業だけではピアノのスキルを上げ
ることは難しい。そのためにも「入学前教育」から、
学生自身が音楽に親しみ、楽しく弾きうたいができる
ことを願いたい。この「入学前教育」のレッスンをう
けた学生はピアノレッスンだけでなく、入学にあたり
教員との距離がより近づき、短大生活をスムーズに迎
えることが出来るのではないだろうか。 
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